


＊
除
雪
豆
知
識

＊
除
雪
の
出
動
基
準
は
？

　
市
と
業
者
が
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、

降
雪
の
状
況
を
見
て
、
出
動
の

判
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。

虚
ほ
ぼ
連
続
し
た
降
雪
が
あ
り
、

新
た
な
積
雪
が
　
㎝

に
達
し
た

１０

と
き

許
わ
だ
ち
や
暖
気
・
降
雨
、
吹

き
溜
ま
り
に
よ
り
路
面
状
態
が

悪
化
し
た
り
、
予
想
さ
れ
る
と

き
に
出
動
し
ま
す
が
、
午
後
９

時
か
ら
翌
日
午
前
３
時
ま
で
の

夜
間
の
作
業
は
行
い
ま
せ
ん
。

＊
除
雪
す
る
時
間
は
？

　
主
要
な
道
路
と
歩
道
は
、
通

勤
通
学
に
支
障
の
な
い
よ
う
に

原
則
と
し
て
午
前
７
時
　
分
ま

３０

で
に
通
行
可
能
な
状
態
を
確
保

し
、
そ
の
他
の
生
活
路
線
は
午

前
９
時
ま
で
に
除
雪
作
業
が
終

了
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
長
時
間
の

降
雪
が
続
く
天
候
の
と
き
に
は

優
先
道
路
を
反
復
し
て
除
雪
す

る
た
め
、
生
活
路
線
の
全
部
を

終
了
す
る
ま
で
に
時
間
が
か
か

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

＊
道
路
に
雪
を
　
　
　
　

　
   出
し
ち
ゃ
ダ
メ
な
の
？

　
家
の
前
の
雪
は
、
道
路
に
出

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
道
路
上
の
雪
を
左

右
に
か
き
分
け
る
方
法
で
除
雪

を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
家
庭
の

玄
関
前
や
車
庫
前
に
つ
い
て
は
、

間
口
処
理
を
実
施
し
て
作
業
を

進
め
ま
す
が
、
残
さ
れ
た
雪
が

あ
っ
た
場
合
に
は
道
路
に
出
さ

な
い
よ
う
各
家
庭
で
雪
処
理
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
道
路
に
雪

を
出
し
て
し
ま
う
と
道
幅
が
狭

く
な
っ
た
り
、
で
こ
ぼ
こ
に

な
っ
た
り
し
て
、
交
通
事
故
や

渋
滞
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
敷
地
内
の
雪
は
、
歩

道
や
道
路
に
出
さ
ず
、
敷
地
内

で
処
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
排
雪
は
い
つ
や
る
の
？

　
排
雪
作
業
と
は
、
除
雪
や
路

市役所の人に聞いてみよう！

旧体制新体制

東東山山

山山部部

布礼布礼別別

麓麓郷郷

中心市街中心市街地地

東東山山

山山部部

布礼布礼別別

麓麓郷郷

中心市街中心市街地地

▲
市内を３ブロックに分け
共同企業体がそれぞれ除雪

組合設立！業務を一元化
情報共有・作業の効率化へ

＊
新
体
制
の
背
景

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
市
内
を
３

つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
ブ
ロ
ッ

ク
ご
と
に
市
内
事
業
所
が
共
同
企

業
体
を
組
織
し
、
除
雪
事
業
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
除

雪
事
業
を
担
っ
て
い
た
企
業
の
倒

産
や
、
除
雪
機
械
の
老
朽
化
、
従

事
者
の
減
少
・
高
齢
化
も
進
み
、

地
域
に
お
け
る
除
雪
体
制
の
維
持

が
今
後
、
困
難
な
状
況
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
安
定
的
・
継

続
的
な
除
雪
体
制
の
維
持
の
た
め
、

今
年
度
よ
り
市
内
の
除
雪
関
係
業

者
９
社
で
構
成
さ
れ
る
富
良
野
維

持
管
理
協
同
組
合
に
よ
る
市
内
全

域
の
除
雪
体
制
へ
と
見
直
し
を
行

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

特特集集
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新新
除除
雪雪
体体
制制



33 FFuurraannoo 22001144--１１２２

鞄市道に関する問い合わせ
富良野市役所都市施設課　 　　　拶３９‐２３１３

鞄国道・道道に関する情報
北海道地区道路情報  http://info-road.hdb.hkd.mlit.go.jp/

鰹問 (財)日本道路交通情報センター拶０５０‐３３６９‐６６０１

鞄国道に関する問い合わせ
旭川開発建設部富良野道路事務所　  拶２３‐３１７１

鞄道道に関する問い合わせ
上川総合振興局旭川建設管理部富良野出張所拶２３‐２１６８

面
整
正
な
ど
に
よ
り
、
堆
積
さ

れ
た
雪
で
せ
ま
く
な
っ
た
道
路

幅
を
確
保
す
る
も
の
で
す
。

　
排
雪
作
業
は
、
年
間
２
、
３

回
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
積

雪
状
態
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
公
共
の
雪
捨
て
場
と

し
て
、
「
富
良
野
大
橋
雪
堆
積

場
」「
五
条
大
橋
雪
堆
積
場
」「
山

部
雪
堆
積
場
」
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＊
要
望
・
苦
情
は
ど
こ
に
？

　
除
排
雪
に
関
す
る
要
望
や
苦

情
は
、
原
則
と
し
て
町
内
会
長

を
通
じ
て
、
市
に
連
絡
く
だ
さ

い
。
市
道
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
は
、
都
市
施
設
課
ま
で
。

　
な
お
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
前
の
除
雪
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
み
な
さ
ん
で
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

鰹問 
都
市
施
設
課
　

　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
１
３

＊
除
雪
ヘ
ル
パ
ー
っ
て
？

　
高
齢
（
　
歳
以
上
）
や
障
が

６５

い
な
ど
に
よ
り
、
除
雪
が
困
難

な
世
帯
に
対
し
、
避
難
経
路
の

確
保
を
目
的
に
、
除
雪
ヘ
ル

パ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

派
遣
基
準
　
降
雪
　
㎝
以
上

１５

除
雪
範
囲
　
住
居
の
出
入
り
口

（
屋
根
の
雪
下
ろ
し
な
ど
は
行

い
ま
せ
ん
）

利
用
料
金
　
年
額
２
０
０
０
円

程
度

問
合
せ
／
申
し
込
み

鰹問 
福
祉
支
援
課
　

拶
３
９
‐
２
２
１
１

新体制で
どう変わる？

１

２
３

４
地
区
を
越
え
て
柔
軟
な
対
応
に

地
区
を
越
え
て
柔
軟
な
対
応
に
！！

　
地
区
に
よ
っ
て
降
雪
量
に
違
い
が
あ
り
、
特
に
除
排
雪
が
必
要
な
地

域
に
は
、
重
点
的
に
人
や
機
材
を
投
入
す
る
な
ど
、
地
区
を
越
え
て
柔

軟
に
対
応
し
ま
す
。

交
差
点
の
雪
山
解
消

交
差
点
の
雪
山
解
消
！！

　
交
差
点
に
雪
が
積
み
上
が
り
、見
通
し

が
悪
く
な
る
前
に
小
ま
め
に
排
雪
作
業

を
行
い
ま
す
。

ノ
ウ
ハ
ウ
そ
の
ま
ま

ノ
ウ
ハ
ウ
そ
の
ま
ま
！！

　
基
本
的
に
は
、各
業
者
が
こ
れ
ま
で
担

当
し
て
き
た
地
域
を
継
続
し
て
担
当
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
地
域
の
特
性
を

知
っ
て
い
る
方
が
除
雪
を
行
い
ま
す
。

除
排
雪
費
用
の
節
減

除
排
雪
費
用
の
節
減
！！

　
２
に
よ
り
、大
が
か
り
な
排
雪
作
業
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、除
排
雪
費
用

の
節
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ここここのの縁縁石石はは
特特殊殊だだかからら

削削ららなないいよようう
にに気気をを付付けけてて

とと……

交交差差点点部部分分にに
限限りり、、

除除雪雪のの際際にに小小
ままめめにに排排雪雪

積雪が多い地
域に人・機材

を

重点的に投入
できるように

大大掛掛かかりりなな

排排雪雪経経費費をを削削
減減
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※歳入「その他」の内訳

2億5,374万円◆地方消費税交付金

2億   590万円◆地方譲与税

1億7,543万円◆使用料及び手数料

1億2,294万円◆分担金及び負担金

6,155万円◆財産収入

2億8,692万円◆その他

11億   648万円　　　　　　　合計

地方交付地方交付税税
5500億億7,107,1000万円万円
(35.　(35.88％％))

市市税税
2244億億6,956,9555万円万円
(17.　(17.44％％))

国庫支出国庫支出金金
2288億億3,133,1322万円万円
(20.　(20.00％％))

市市債債
1155億億727233万円万円
(10.　(10.66％％))

道支出道支出金金
88億億2,2７2,2７99万円万円
(5.　(5.88％％))

諸収諸収入入
11億億7,207,2022万円万円
(1.　(1.22％％))

繰入繰入金金
2億242億2400万円万円
(1.　(1.44％％))

一般会計
　一般会計の当初予算額は１１１億7,000万円でしたが、必要な事

業の追加などにより歳入歳出にそれぞれ２２億7,058万円の増額

補正が行われ、平成24年度からの繰越明許費２１億5,734万円を合

わせ予算現額は１５５億9,792万円になりました。決算額では歳入

総額１４１億8,279万円、歳出総額１３８億1,266万円で、その差引額

から翌年度へ繰越すべき財源１億8,406万円を控除した実質収

支額は、１億8,607万円で黒字決算となりました。

主な事業と費用

3,955万円朝日ヶ丘総合公園整備事業3,502万円障害児通所給付事業

1億5,596万円公営住宅建設事業9億   138万円東小学校校舎・屋内運動場改築事業

1億3,865万円中山間地域等直接支払事業3億   417万円麓郷小学校屋内運動場改築事業

2,760万円農地・水保全管理支払事業6億   661万円自立支援給付事業

1,998万円食料供給基盤強化特別対策事業732万円子どもスキー技術向上支援事業

3,587万円農村環境改善センター改修事業1億1,262万円一般廃棄物（ごみ）処理施設及び広域分担処理事業

7億3,705万円市街地再開発事業2億   392万円市道改良舗装事業

6,100万円地籍調査事業3,520万円光正橋架換事業

民生民生費費
3366億億3,383,3822万円万円
(26.　(26.33％％))

総務総務費費
2255億億2,352,3588万円万円
(18.　(18.33％％))教育教育費費

2233億億1,741,7422万円万円
(16.　(16.88％％))

土木土木費費
1144億億8,328,3255万円万円
(10.　(10.77％％))

公債公債費費
1111億億3,543,5433万円万円
(8.　(8.22％％))

衛生衛生費費
77億億171744万円万円
(5.　(5.11％％))

農林業農林業費費
77億億5,925,9299万円万円
(5.　(5.55％％))

商工商工費費
1100億億797999万円万円
(7.　(7.33％％))

労働労働費費
6,286,2811万円万円
(0.　(0.55％％))

消防消防費費
353500万円万円
(0.　(0.00％％))

災害復旧災害復旧費費
1,201,2099万円万円
(0.　(0.１１％％))

決決 
平 成 ２平 成 ２ ５５ 年 度年 度

と 財 政 状と 財 政 状 況況

成
　
年
度
の
各
会
計
決

２５
算
及
び
決
算
に
も
と
づ

く
「
健
全
化
判
断
比
率
等
」
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
本
年
度
は
「
第
５
次
富
良
野

市
総
合
計
画
」
の
３
年
目
と
し

て
、
計
画
の
目
標
達
成
に
向
け
、

事
業
の
選
択
と
財
源
の
重
点

的
・
効
果
的
な
配
分
に
努
め
事

業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
決
算

は
９
月
議
会
に
報
告
し
、
決
算

審
査
特
別
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
、

委
員
会
審
議
の
後
、　

月
議
会

１２

で
そ
の
認
否
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

平

※その※その他他
1111億億646488万円万円
(7.　(7.88％％))

入歳出歳 141411億億8,278,2799万円万円131388億億1,261,2666万円万円

算算 

議会議会費費
11億億7,177,1744万円万円
(1.　(1.22％％))
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差引収支歳　出歳　入会　　計

7,943万円30億3,350万円31億1,293万円国民健康保険

840万円18億2,612万円18億3,452万円介護保険

7万円2億8,425万円2億8,432万円後期高齢者医療

460万円2,287万円2,747万円公設市場事業

1,190万円7億6,360万円7億7,550万円下水道事業

198万円1億   748万円1億   946万円簡易水道事業

補てん額支　出収　入会　　計

3億6,534万円4億2,290万円収益的収支水道

事業 1億8,170万円2億   819万円2,649万円資本的収支

3億8,222万円4億3,432万円収益的収支ワイン

事業 2億6,140万円2億6,140万円資本的収支

特別会計
　６つの特別会計の当初予算額は５９億9,910万円で、

8,633万円を増額補正し、予算現額は６０億8,543万円と

なりました。決算額では歳入合計額６１億4,420万円、歳

出合計額６０億3,782万円で、差引額は１億６３８万円の黒

字決算となりました。

企業会計
　２つの企業会計の当初予算額は１２億6,700万円で、

2,755万円を増額補正し、予算現額は１２億9,455万円と

なりました。水道事業会計の決算額では、収益的収支

においては収入額４億2,290万円、支出額３億6,534万

円となり、資本的収支においては収入額2,649万円、支

出額２億８１９万円で、その不足額１億8,170万円は当年

度消費税資本的収支調整額２２７万円と過年度損益勘定

留保資金１億7,943万円で補てんしています。

　ワイン事業会計の決算額では、収益的収支において

は収入額４億3,432万円、支出額３億8,222万円となり、

資本的収支においては支出額２億6,140万円で、当年度

消費税資本的収支調整額1,000万円と過年度損益勘定

留保資金２億5,140万円で補てんしています。

市債の現在高（平成25年度末）
金　　額区　　分会　計

110億4,480万円一般会計市債合計

1億   967万円市場事業債

特別会計 44億8,992万円下水道事業債

4億2,537万円簡易水道事業債

27億3,787万円上水道事業債企業会計

　富良野市の平成２５年度決算にもとづく健全
化判断比率及び資金不足比率を公表します。
　下表の通り、いずれの指標も基準を下回って
おり、健全財政が保たれています。今後も将来
を見据え健全な財政運営に努めていきます。

虚健全化判断比率

国国のの基基準準富良野市富良野市のの
健全化判断比健全化判断比率率 財政再財政再生生早期健全早期健全化化

20％13.74％実質赤字額なし実質赤字比実質赤字比率率

30％18.74％実質赤字額なし連結実質赤字比連結実質赤字比率率

35％25％8.9％実質公債費比実質公債費比率率

350％61.7％将来負担比将来負担比率率

虚実質赤字比率

　一般会計の赤字額を市税などの財源規模と比

較して指標化し、財政運営の深刻度を示します。

許連結実質赤字比率

　すべての会計の赤字と黒字を合算（連結）して、

地方公共団体全体としての赤字の程度を市税な

どの財源規模と比較して指標化し、財政運営の

深刻度を示します。

距実質公債費比率

　地方債などの返済額の大きさを指標化し、財

政に対する負担の大きさを示します。

鋸将来負担比率

　地方公共団体の一般会計の地方債や将来支払

うことになる可能性のある負担などの現時点で

の残高を指標化し、将来財政を圧迫する可能性

が高いかどうかを示します。

漁資金不足比率

　公営企業の資金不足（赤字）の状況を指標化

して、経営状況の深刻度を示します。

市民１人当たり
行政経費

593,250円

市民１人当たり
市税負担額

106,067円

※算出に用いた人口は、平成２６年３月３１日現在の人口 (２３,283人) です。

用 語 解 説

平成２５年度決算にもとづ平成２５年度決算にもとづくく

財政財政健健全化判断比率全化判断比率等等
ををお知らせしまお知らせしますす

許資金不足比率
　下記の富良野市における各公営企業会計におい

て、資金不足（赤字）は生じていません。

対象公営企業会計

陰公設地方卸売市場事業特別会計

隠公共下水道事業特別会計

韻簡易水道事業特別会計

吋水道事業会計　

右ワイン事業会計
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富良野市人事行政(給与等)の運営状況を公表します

国 家 公 務 員富 良 野 市
区　分

勧奨定年自己都合勧奨定年自己都合

同じ同じ

２８.９８月分２１.６２月分勤続２０年

３６.５７月分３０.８２月分勤続２５年

５２.４４月分４３. 7月分勤続３５年

５２.４４月分５２.４４月分最高限度額

主　　な　　内　　容名 称

陰配偶者　１３,０００円
隠配偶者以外の扶養親族　1人６,５００円
韻１５歳～２２歳までの子　1人5,０００円加算

扶養手当

陰借家・借間　家賃が１２,０００円を超える場合に
支給。限度額２７,０００円
隠持ち家　６,０００円

住居手当

陰交通機関利用者　実費支給
隠交通用具利用者
　2～5km未満　2,０００円
　5km以上　往復距離×２０円×２１日（４５,０００円限度）

通勤手当

支給総額  3,359万円[平成２５年度]（前年度5,117万円）
１人当たり年額138,200円[平成２５年度]（前年度205,498円）

時 間 外
手 当

主な増減理由増減
職　員　数

部　門
２５年２６年

55議　会

新規採用職員の仮配属２５５５７総　務

係の統合▲ １１１１０税　務

係の統合、事務の統廃合縮小▲ ３５２４９民　生

退職不補充▲ １３４33衛　生

22労　働

道派遣職員に伴う減▲ １１８１７農林水産

８８商　工

休職加配１１９２０土　木

事務の統廃合縮小▲ １３７３６教　育

▲ ４２４１２３７一般会計小計

退職不補充▲ １７６水　道

66下水道

88ワイン事業

１９１９その他

▲ １４０３９企業会計等小計

▲ ５２８１２７６合　計

国家公務員富　良　野　市
区分

勤勉手当期末手当前年比勤勉手当期末手当

同じ同じ

ー０.６７５月分１.２２５月分６月

ー０.６７５月分１.３７５月分１２月

ー１.３５月分２.６０月分計

　期 末 手 当　月　額区　分

支給割合

６月期　１.９０月分
１２月期　２.０５月分
　計　　３.９５月分

８１２,０００円市　長
給
　
料

６６３,０００円副市長

５７６,０００円教育長

支給割合

６月期　１.９０月分
１２月期　２.０５月分
　計　　３.９５月分

３８２,０００円議　長
報
　
酬

３３７,０００円副議長

３１０,０００円議　員

平均年齢平均給料月額区　分

４４歳9カ月349,463円平成２６年4月1日現在

４４歳5カ月346,883円平成２５年4月1日現在

初　任　給区　　分

１７２,２００円大学卒一　般
行政職 １４０,１００円高校卒

１人当たり
給与費Ｂ/Ａ

給　与　費職員数
Ａ 計　Ｂ期末・勤勉職員手当給　料

６２９万
9,513円

１５億
4,968万円

３億
6,986万円

１億
3,970万円

１０億
4,012万円

２４６人

前年度
人件費率

人件費率
Ｂ/Ａ

人件費
Ｂ

歳出決算額
Ａ

人　口

１８.０%１５.７%
  ２１億
6,805万円 

 １３８億
1,267万円 

23,５７９人

鰹問 総務課 拶39‐2300

繋人件費の状況（平成２５年度一般会計決算）

１.人口は、住民基本台帳（平成２６.１.１現在）によります。

２.人件費には、一般職のほか市長や副市長などの常勤特別職

に支給される給料、議員などの非常勤特別職の報酬が含まれ

ます。また、共済費や退職手当組合負担金なども含まれます。

罫職員給与の状況（平成２６年度一般会計予算）

１.職員給与の状況は、一般職の状況です。

２.職員手当には、管理職・扶養・寒冷地・住居・通勤・時間

外手当が含まれます。

茎初任給（平成２６年4月1日現在）

荊職員の平均給料月額の状況（一般行政職）

蛍特別職の給料・報酬（平成２６年4月1日現在）

計期末勤勉手当の支給割合（平成２６年4月1日現在）

詣退職手当の支給割合（平成２６年4月1日現在）

１.北海道市町村職員退職手当組合に加入

２.平成２５年度一人当たり平均支給額（全職種）　1,166万円

警その他の手当（平成２６年4月1日現在）

軽部門別職員数の状況（各年4月1日現在）

職員数は、総務省の地方公共団体管理調査による一般職の職
員数で、休職者を含み、特別職（市長、副市長）、臨時・非
常勤職員を除きます。

職職員員給給与与・・手手当当のの状状況況

適用される基準などの全般をいいます。
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富良野市人事行政(給与等)の運営状況を公表します
人事行政とは、市職員の任免、給与、勤務条件など市職員に

最　終
合格者数

受験者数採用者数試験区分区　分

３人２１人３人事務職

一般行政職 １人４人１人保健師

１人４人１人社会福祉士

１人１人１人看護教員教育職

課任免及び職員数に関する状況

職員の採用に関する状況（平成２５年度採用分）

合　計その他
自己都合
退　職

勧奨退職定年退職

１０人ー７人－３人

３８時間４５分（月曜日～金曜日）１週間の勤務時間

７時間４５分（８時３０分～１７時１５分）１日の勤務時間

６０分（１２時～１３時）休憩時間

取得率
平均使用
日　数

対象職員数総使用日数付与日数

28.2％１０.9日282人3,092日10,953日

訓告など免職停職減給戒告処　分　理　由

－－－１－法令に違反した場合

－－－－－
職務上の義務に違反し
又は職務を怠った場合

－－－１－
全体の奉仕者たるにふさ
わしくない非行の場合

研　修　内　容受講者数研 修 名

市行政の運営に必要な基礎的知
識の習得

５人新規採用者研修

指導能力、地方公務員法など２９人
北海道市町村職
員研修センター

メンタルヘルス、政策形成、業
務改善研修など

２５９人職員研修

観光行政研修、社会福祉主事資
格認定通信課程など

４人自主研修

接遇応対セミナー、メンタルヘ
ルスマネジメント実践研修など

１５人
その他

（他団体研修）

許可人数申請人数区　　　　分

５５報酬を得て事業または事務に従事する場合

ーー自ら営利を目的とする場合

３３その他

受診者数健 康 診 断 の 種 類

２１８人総合健診（人間ドック）

７５人定期健康診断

５２人ＶＤＴ作業従事者健診

平平成成２２５５年年度度

職員の退職に関する状況（平成２５年度）

職員数について

　右ページ 軽部門別職員数の状況を参照ください。

嘩給与の状況

　右ページ繋人件費の状況～警その他の手当を参照ください。

貨勤務時間その他の勤務条件の状況

職員の勤務時間の状況（平成２５年度）

（注）特別な形態での勤務が必要な職員は、上記以外の時間帯

で勤務をしています。

年次有給休暇

　職員の年次有給休暇は、一の年につき２０日付与され、翌年

に２０日を限度として繰り越しができます。（一の年につき最高

４０日付与）

年次有給休暇の取得状況（平成２５年分）

育児休業の取得状況（平成２５年度）

　女性職員３人が取得（平成２４年度からの継続者を含む）

介護休暇の取得状況（平成２５年度）

　介護休暇の取得者はいませんでした。

迦職員の分限及び懲戒処分の状況

分限処分者数（平成２５年度）

　平成２５年度は、心身の故障による分限処分で３人が休職し

ています。また、懲戒処分については次のとおりです。なお、懲

戒処分までには至らない義務違反で、口頭（厳重注意）及び

書面（訓告）による処分があります。

過服務の状況

職員の営利企業などの従事制限について（平成２５年度）

職員の服務規律保持のための取り組み状況

　業務の効率的、効果的な執行について、職員の法令遵守及

び服務規律の確保並び交通事故防止についてなどを職員に周

知徹底しています。

霞職員の研修の状況（平成２５年度）

蚊職員の福祉及び利益の保護の状況

健康診断の状況（平成２５年度）

公務災害の認定件数の状況（平成２５年度）

　公務災害の認定０件

職員福利厚生会の状況（平成２５年6月1日～平成２６年5月３１日）

　職員福利厚生会は、地方公務員法第４２条の規定により、相

互扶助の精神にもとづいて会員の親睦福祉を図り、会員の文

化・教養・保健体育に関する事業などを実施しており、会員（職

員）の会費及び市の交付金などで運営されています。

　○会員数 ２８３人　○会員負担額 3,079千円（公費負担率31.5%）

　○総事業費 8,589千円　○市の交付金 1,415千円

※その他共同互助会には、北海道市町村職員福祉協会があり

ます。（くわしくは福祉協会ホームページをご覧ください）　

俄公平委員会の業務の状況

勤務条件に関する措置の要求の状況（平成２５年度）

　勤務条件に関する措置の要求はありませんでした。

不利益処分に関する不服申し立ての状況（平成２５年度）

　不利益処分に関する不服申し立てはありませんでした。

苦情相談処理の状況（平成２５年度）

　苦情相談処理はありませんでした。
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富富良良野野市市青青少少年年表表彰彰

 天  白 
てん ぱく

  尚  人 さん（３０歳）
なお と

富良野ローター
アクトクラブ

平成２６年度富良野市青少年表彰式を１１月２３日に文化会館で
開催し、次の個人・団体を表彰しました。

個人 団体

表彰

成１５年から市の人権擁護委員として、また、平

成２４年からは、旭川人権擁護委員連合会の会長

として、人権相談や人権教室など人権運動に尽力さ

れている功績が認められ受章されました。

平

法務大臣表彰　  

 天  日  
てん にち

 守 さん 
まもる

（７１歳）

北海道社会貢献賞　

小林  勝  則 さん 
かつ のり

（７１歳）

和５３年から統計調査員として、農業基本調査１７

回、国勢調査７回、農林業センサス５回、住宅・

土地統計調査３回など、合計３５回の各種統計調査に

尽力された功績が認められ受賞されました。

昭

北海道社会貢献賞　

村上  好  子 さん 
よし こ

（７０歳）

和５０年から統計調査員として、商業統計調査１１

回、国勢調査８回、事業所統計調査５回、毎月

勤労統計調査５回など、合計４５回の統計調査に尽力

された功績が認められ受賞されました。

昭

田木材株式会社に入社以来、４７年間にわたり道産材の流通

販売の拡大に尽力。また、平成９年から１１年まで旭川地方

木材協会の会長、現在は北海道木材市場協同組合の理事長を務め

るなど、道産材の需要改善と価格の安定化に尽力されました。

相

旭日双光章　　  

 相  田  
あい た

 嗣  郎 さん 
し ろう

（７０歳）

統計功労

木材流通業振興功労

統計功労

　地域ボランティアの推進などを目的に、１８歳から３０歳まで

の青年で組織されたローターアクトクラブ（ 鴇  田 
とき た

 基 会長）は、
はじめ

昭和５９年の設立以降、３０年にわたって活動を続けてきました。

　設立当初からごみ拾いなどの環境美化活動や、障がい者支

援施設のイベント支援などを行い、また、東日本大震災のチャ

リティー活動、平成２５年度からは、市内小学校を対象とした

学校・学級新聞コンクールを主催しています。これら活動の

多くは、長期にわたり継続されており、他の青少年団体の模

範となっています。

　農業に従事する傍ら、平成２０年から地区の防犯などを行う鳥

沼自警団に加入。昨年度からは団長を務め、地域会館の雪下ろ

しも団の活動として取り入れました。また現在、地区の青年団

では副団長、ＪＡふらの青年部では、昨年度、鳥沼・大沼・扇

山３地区の地区長を務めるなど、地域活動に積極的に取り組み、

地域の青年の模範となっています。

　また、営農面においてもＪＡふらのほうれん草部会の理事と

して、栽培技術の向上・普及に取り組んでおり、今後より一層、

地域の振興に寄与する人材として期待されます。
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見
】

　
条
例
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
当

た
り
前
の
こ
と
で
あ
り
、
制
定
の
必
要
性

が
分
か
ら
な
い
。
条
例
が
な
け
れ
ば
議
会

と
し
て
問
題
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

【
回
答
】

　
基
本
条
例
は
、
市
民
の
生
活
や
福
祉
増

進
の
た
め
に
活
動
す
る
議
員
と
議
会
の

あ
る
べ
き
姿
や
活
動
に
つ
い
て
規
定
し

た
も
の
で
あ
り
、
議
員
の
バ
イ
ブ
ル
的
な

条
例
で
す
の
で
、
当
た
り
前
と
思
わ
れ
る

こ
と
も
あ
え
て
規
定
し
て
お
り
ま
す
。

【
意
見
】

　
第
4
章
の
市
長
と
の
関
係
の
第
8
条

第
2
号
、
第
3
号
及
び
第
9
条
は
、
議
会

の
執
行
機
関
へ
の
介
入
と
捉
え
ら
れ
る

危
険
性
は
な
い
の
か
。

【
回
答
】

　
第
8
条
は
、
執
行
機
関
か
ら
議
会
に
対

す
る
確
認
や
質
問
、
意
見
を
述
べ
る
規
定

で
あ
り
ま
す
。
第
9
条
は
執
行
機
関
の
事

業
計
画
や
政
策
の
内
容
に
つ
い
て
説
明

を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
議
決
機
関
と
し

て
適
切
な
政
策
判
断
を
す
る
た
め
に
必

要
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

【
意
見
】

　
議
員
定
数
に
つ
い
て
、
議
員
が
改
正
を

提
案
す
る
場
合
は
審
議
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
参
考
に
し
て
提
案
と
さ
れ

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

実
施
結
果

て
は
。

【
回
答
】

　
議
員
は
、
普
段
か
ら
議
員
活
動
に
お
い

て
市
民
の
声
を
把
握
し
、
さ
ら
に
議
会
報

告
会
や
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
な
ど
の
開

催
に
よ
り
、
市
民
と
の
意
見
交
換
を
実
施

し
ま
す
。
そ
の
中
で
市
民
の
声
を
反
映
し

た
判
断
が
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
意
見
】

　
市
民
と
し
て
、
基
本
条
例
に
沿
っ
て
い

な
い
と
思
う
事
例
が
あ
っ
た
場
合
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
か
。
そ
の
方
策
に
つ
い
て

触
れ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

【
回
答
】

　
基
本
条
例
の
本
文
で
は
触
れ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
そ
の
よ
う
な
事
例
が
あ
っ
た

場
合
は
、
事
務
局
へ
連
絡
を
頂
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。
条
例
の
検
証
に
つ
い
て
は
、

議
会
運
営
委
員
会
が
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
、
本
事
例
に
つ
い
て
も
同
委
員
会
に

 諮
 り
、
審
議
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

は
か

【
意
見
】

　
自
治
体
議
会
基
本
条
例
は
議
会
改
革

の
本
丸
と
し
て
情
報
公
開
と
住
民
参
加

を
明
文
化
し
、
議
会
と
住
民
と
の
信
頼
関

係
構
築
と
、
住
民
自
治
の
再
構
築
を
目
的

に
制
定
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
そ
の
集
大
成
と
も
言
え
る
こ
の
議
会

基
本
条
例
は
、
住
民
と
の
信
頼
関
係
構
築

の
手
段
と
し
て
、
情
報
公
開
と
住
民
参
加

を
い
か
に
「
具
体
的
か
つ
実
効
的
に
確
実

に
実
行
す
る
か
」
を
明
文
化
す
る
も
の
と

考
え
ま
す
が
、
本
原
案
を
見
る
限
り
議
会

の
「
住
民
と
の
信
頼
関
係
構
築
」
の
本
気

度
が
残
念
な
が
ら
全
く
見
え
ま
せ
ん
。

　
議
会
と
市
民
と
の
信
頼
関
係
が
確
実

に
構
築
で
き
て
い
な
い
状
況
で
、
「
議
会

の
最
高
規
範
と
し
て
条
例
を
作
り
ま
す
」

と
言
わ
れ
て
も
唐
突
過
ぎ
ま
す
。
す
べ
て

は
議
会
と
し
て
の
情
報
公
開
か
ら
始
ま

る
議
会
改
革
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
回
答
】

　
富
良
野
市
議
会
の
議
会
改
革
は
、
平
成

　
年
の
副
議
長
を
代
表
と
し
た
「
議
会
改

12革
懇
話
会
」
か
ら
始
ま
り
、
平
成
　
年
に

17

「
議
会
改
革
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、

こ
れ
ま
で
議
会
だ
よ
り
の
発
行
、
議
会
報

告
会
の
開
催
、
本
会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
、
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送
、
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
、
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク

の
開
催
や
自
由
討
議
等
々
を
行
い
、
市
民

参
加
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し

各
種
改
革
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
富
良
野
市
議
会
基
本
条
例
」
は
、
こ

れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
各
種
の
議
会
改

革
に
よ
り
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
が
実

現
し
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
ら
の
行
動
を
後
退

さ
せ
ず
、
よ
り
推
進
す
る
た
め
に
制
定
す

る
も
の
で
、
条
例
案
作
成
ま
で
　
数
回
に

30

及
ぶ
会
議
を
開
催
し
、
審
議
し
て
き
た
も

の
で
す
。

　
今
後
は
、
基
本
条
例
を
遵
守
す
る
こ
と

に
よ
り
、
市
民
か
ら
負
託
さ
れ
た
議
員
各

自
が
自
覚
を
持
ち
、
市
民
と
の
信
頼
関
係

を
一
層
強
め
、
市
民
の
生
活
や
福
祉
の
増

進
を
め
ざ
し
、
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

鰹問 
議
会
事
務
局
　
　
拶
３
９
‐
２
３
２
２

コ メパ ブ

　
　
月
　
日
か
ら
　
月
　
日
ま
で
、
３
件
に
つ
い
て
市
民
の
意
見
を
募
集
す
る
パ
ブ

１０

３０

１１

１８

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
を
行
い
、
２
人
の
方
か
ら
５
件
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

意
見
と
そ
れ
に
対
す
る
市
議
会
の
考
え
方
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
意
見
に
つ

い
て
は
内
容
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま

た
は
市
民
ロ
ビ
ー
で
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。

◆富良野市暴力団排除条例の制定について

◆富良野市一般廃棄物処理基本計画について

　同じく１０月３０日から１１月１８日まで、パブリックコメント手続を行いましたが、上記いずれも

意見の提出はありませんでした。　　　　　　　　　　　　　　　鰹問 市民環境課　拶３９‐2３０８

そ
の
他
結

そ
の
他
結
果果
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聞こえる会

▲会議室で文章を確認しながら録音作業をするメンバー

聞えるかい？聞こえるよ！

を
通
じ
て
、
目
の
不
自
由

な
方
に
ま
ち
の
情
報
を
伝

え
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
聞
こ
え
る
会
（
藤
岡

眞
美
会
長
）」。
視
覚
に
障
が
い

の
あ
る
方
か
ら
「
広
報
誌
な
ど

の
情
報
を
知
り
た
い
」
と
い
う

切
実
な
思
い
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員

を
は
じ
め
、
市
職
員
な
ど
の
有

志
が
集
ま
り
、
平
成
３
年
か
ら

活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
会
の
主
な
活
動
は
、、
市
の
広

報
誌
や
議
会
だ
よ
り
、
社
会
福

祉
協
議
会
が
発
行
し
て
い
る
社

協
だ
よ
り
の
内
容
を
抜
粋
し
、

そ
の
情
報
を
音
声
化
す
る
「
音

訳
」
を
行
い
、
録
音
し
た
Ｃ
Ｄ

を
利
用
者
へ
送
る
こ
と
。
会
の

活
動
拠
点
と
な
る
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
い
ち
い
に
、
そ
れ
ぞ
れ

が
仕
事
を
終
え
た
後
に
集
ま
り
、

月
２
回
程
度
の
録
音
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
活
動
す
る
会
員
は
６
人

で
、
読
む
人
や
読
み
間
違
い
が

な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
人
な
ど

役
割
を
分
担
し
、
１
回
に
２
時

間
程
度
か
け
て
声
を
録
音
。「
読

む
と
き
は
、
聞
い
て
い
る
人
の

顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
で

き
る
だ
け
聞
き
や
す
く
す
る
よ

う
心
掛
け
て
い
ま
す
」
と
話
す

藤
岡
会
長
。
ペ
ー
ジ
ご
と
に
読

む
担
当
を
決
め
、
読
み
終
え
た

後
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
聞
き
手

に
対
し
て
近
況
な
ど
一
言
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
入
れ
た
り
、
設
立
当

声

▲期間の過ぎたイベントなどの
情報を抜いて録音する配慮も

初
か
ら
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
挿
入

す
る
な
ど
、
少
し
で
も
聞
き
手

が
楽
し
め
る
よ
う
な
工
夫
も
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
年
に
１
回
は
利
用
者

と
の
交
流
会
を
開
催
し
、
そ
の

場
で
利
用
者
か
ら
の
要
望
な
ど

を
受
け
た
り
、
過
去
に
は
温
泉

で
の
交
流
会
や
音
訳
の
研
修
会

な
ど
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
別
の
町
に
引
っ
越
し
て
も
、

会
の
音
訳
Ｃ
Ｄ
が
ほ
し
い
と
い

う
方
も
い
る
そ
う
。「
聞
く
人
が
、

少
し
で
も
う
れ
し
い
と
思
っ
て

く
れ
た
ら
と
い
う
気
持
ち
で
、

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
」
と
、

作
業
に
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
は

声
を
揃
え
ま
す
。

　
会
で
作
成
し
て
い
る
Ｃ
Ｄ
を

利
用
さ
れ
て
い
る
人
は
、
現
在

６
人
。「
私
た
ち
が
こ
の
よ
う
な

活
動
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら

な
い
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

も
し
、
利
用
し
た
い
と
思
う
方

が
い
た
ら
、
ぜ
ひ
連
絡
し
て
ほ

し
い
」
と
今
後
も
声
を
通
じ
て
、

聞
こ
え
る
会
は
、
富
良
野
の
情

報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　「
聞
こ
え
る
会
」
が
作
成
し
て

い
る
Ｃ
Ｄ
の
試
聴
を
希
望
さ
れ

る
方
は
社
会
福
祉
協
議
会
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鰹問 
社
会
福
祉
協
議
会

拶
３
９
‐
２
２
１
５
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▲麓郷の森の中にあるクラフトショップ

 猪飼   功示 さん 
いがい こうじ

－ クラフト作家 －

　麓郷の森の中にたたずむクラフトショップ。

店先には、倒木などを使ったエゾシカの親子

や、森の妖精が住んでいるかのようなキノコ

型の家が立ち並ぶ。そのクラフトショップを

営む京都府出身の猪飼功示さん５０歳。

　移住のきっかけは、初めての富良野旅行。

「畑に転がる牧草ロールを見たとき、遺跡を見

たような衝撃を受けました」と当時を振り返

ります。それから、大阪での移住フェアに参

加するなど富良野に関する情報を収集し、８

年前に奥さんを連れて移り住みました。

　仕事を決めずに移住した猪飼さんは、人伝

いに日雇いの仕事をもらったり、いくつかの

アルバイトを掛け持ちしながら生計を立てて

いました。「倒木処理や地域のガソリンスタン

ドなどいろいろな仕事を経験して、それらの

仕事がいかに地域に根差しているか、そのあ

りがたみがよく分かりました。どうやって食

べていこうか悩んだときもありましたが、

人ってお金がなければ工夫するんです。同じ

日がないので生活していて飽きないですよ」

と日々の苦労もすべてプラスに変えていきま

した。

　クラフト作家をめざすきっかけとなったの

は、 薪 の切りだしの仕事を手伝ったときのこ
まき

と。山に捨てられていた木の枝を見て、「もっ

たいない」と拾い集め、趣味で木工クラフト

を始めました。「趣味が仕事になったので、遊

びに行く必要がないんです。ここで遊んでい

るのが一番楽しい」と少年のように目を輝か

せる猪飼さん。昨年１１月からは、掛け持ちの

アルバイトを辞め、クラフト作家として新た

なスタートを切りました。

　「森の魅力をどうやって面白く伝えるか、そ

れが僕の役目」と話す猪飼さん。森の草刈り

から倒木処理、加工…、森と人の暮らしの一

連を知る猪飼さんの思いの込もった作品たち

が、森の新たな魅力を発信しています。

人
良野に

移る

富
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毎週木曜日は午後８時まで

　税務課納税係では、毎週木曜日、午後８時まで窓
口を延長して、納税相談及び市税の納付を受けてい
ます。
　なお、５月より実施していました夜間窓口は、12
月25日をもって、一旦お休みとさせていただきます
ので、１月以降は事前にお電話などでご連絡・ご相
談願います。

納期限内での納付が困難な場合は、
必ず相談を

　失業や転職、病気、離婚などの事由により、収入
が大幅に低下したなど、特別な事情により納期限内
での納付が困難な場合などは、納税係にご相談くだ
さい。

差押強化取組中

　納期限日を過ぎても納付がなく、督促状発送後10
日を経過しても納税がされていない場合は、法律に
もとづき、次のような滞納処分（差押）を執行しま
す。

虚給与差押

　毎月の給与の一部を差押えます

許預金差押

　預貯金の払戻請求権を差押えます

距不動産差押

　土地・建物などの不動産を差押えます

鋸動産差押

　自宅及び倉庫などを捜索のうえ、軽自動車など、

換価価値のある動産を差押えます

納期限日・口座振替日のご確認を

　市道民税４期、国民健康保険税６期、介護保険料
６期、後期高齢者医療保険料６期の納期限日は、平
成２７年１月６日となります。
　口座振替日も平成２７年１月６日となりますのでご
確認願います。 

【市税等収納対策プロジェクト】

◆税金・保険料 税務課拶３９-２３０２
◆公営住宅使用料 都市建築課拶３９-２３１６
◆上下水道料金 上下水道課拶３９-２３１７
◆保育料 こども未来課拶３９-２２２３

１１２２月月末末ままででのの毎毎週週木木曜曜日日はは、、
午午後後８８時時ままでで窓窓口口時時間間をを延延長長ししてていいまますす

ＳＴＯＰ！滞納

平平成成2266年年度度のの差差押押状状況況

67件
（平成２６年１０月末現在）

▲催告用の色つき封筒。納付が遅れると送付される

納税相談・市税の納付に
ご利用ください

97

100

H１６ H１７ H１８ H１９ H２０ H２１ H２２ H２３ H２４ H２５

99.08

97.97

98.3１

市税収納率（現年度課税分）
（％）

※市税収納率（現年度課税分）は、平成２１年
度より毎年上がっています。

98

99
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　中富良野　

北星スキー場オープン間近！
　ウィンターシーズン到来！夏のラベン
ダー畑が、冬は町の景色を一望できるスキー
場になります。初心者から上級者、スノー
ボーダーやファミリーなど、幅広く楽しめる
北星スキー場へぜひお越しください。くわし
くはお問い合わせください。

鰹問 産業建設課　拶４４‐２１２３

　南富良野　

国設南ふらのスキー場オープン
　フラノ・トマム・サホロといった有名なリ
ゾートスキー場に囲まれている中で、雪質・
設備とも劣らず、町営だからできる低料金が
魅力的！初級者から上級者まで楽しめます
ので、ぜひお越しください。

オープン予定日　１２月２０日鰹土 

鰹問 産業課商工観光係　拶５２‐２１７８

　占冠　
幻想的な雪と氷の世界へ

アイスビレッジ（氷の街）
　「寒さ」が生み出す幻想的な氷の街、アイ
スビレッジ。星野リゾートトマムエリア内に
冬だけ現れるこの街には、氷のバーやカフェ、
雑貨屋などのアイスドームがあり、滑り台や
スケートリンクなど冬を楽しむスノーパー
クが広がっています。光と雪と氷が作り出す
幻想的な空間に、ぜひお越しください。

鰹問 星野リゾートトマム　拶５８‐１１１１

　上富良野　

第２８回北の大文字
　上富良野神社からいただいた 御  神  火 を、十勝

ご じん か

岳の安全などの願いを込めた「大」の字に点火
する年越しイベント。花火の光と炎の揺らめき
がつくる幻想的な空間をお楽しみください。

と　き　１２月３１日鰹水  午後１１時３０分～午前０時３０分

ところ　上富良野町日の出公園

その他　ステージイベント・温かい飲み物無料配布

鰹問 北の大文字運営委員会　拶４５‐２１９１

ちょっくら

となりまち

地域おこし協力隊員

山本  美  麗 さん
み らい

平成２５年６月から協
力隊員として、山部
地区を拠点に活動を
行っている。和歌山
県出身。

　地域おこし協力隊とは、人口減少や高齢化が進む地方において、地域外の人材を受け入れ、その定住・定着を図ることで、地域力の維
持・強化を図っていく取り組みです。このコーナーでは、富良野市の協力隊員第１号である山本さんの取り組みを紹介します。

山部総合文化祭

享

富良野市地域おこし協力隊 検  索 角フェイスブックページ

　　　　　　　をチェッ
ク！

今
年
は
昨
年
よ
り

日
以
上
遅

１０

く
、
山
部
地
区
で
は

月

日
に

１０

２８

平
地
で
初
雪
が
降
り
ま
し
た
。
新

た
な
シ
ー
ズ
ン
が
目
の
前
に
控
え
、

身
が
引
き
締
ま
る
気
持
ち
で
す
。

そ
ん
な
中
、
山
部
地
区
に
あ
る

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、

月
１１

２
日
～
３
日
の
２
日
間
、「
山
部
総

合
文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
こ
の
文
化
祭
に
参
加
で

き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今

年
は

月
２
日
の
み
、

１１

パ
ン
の
販
売
を
さ

せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

昨
年
の
様
子
を
見
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
お
客
さ
ん
が
ど
の
く
ら

い
来
ら
れ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な

方
が
お
ら
れ
る
の
か
、
不
安
に
思

い
な
が
ら
、
山
部
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

で
販
売
し
て
い
て
人
気
が
あ
る
パ

ン
や
新
た
に
挑
戦
し
た
い
パ
ン
な

ど
を
考
え
、
全
９
種
類
（

個
）

５０

を
こ
の
日
の
た
め
に
準
備
し
ま
し

た
。当

日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

入
口
横
で
パ
ン
の
販
売
を
始
め
る

と
、
一
度
に
い
く
つ
も
購
入
し
て

い
た
だ
い
た
り
、
人
が
人
を
呼
び
、

あ
っ
と
い
う
間
に
、
完
売
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
に
、「
え
？

も
う
こ
れ
だ
け
？
」「
も
う
な
い

の
？
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、

も
う
少
し
数
を
作
れ
ば
よ
か
っ

た
！
と
す
ご
く
後
悔
し
ま
し
た
。

次
回
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
出
店
の
際

は
、
も
っ
と
頑
張
っ
て
数
を
揃
え

た
い
と
思
い
ま
す
！

▲手づくりのパン
全９種類５０個は即完売
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◆開館時間　
　火～金　
　午前１０時～午後６時
　土・日　
　午前９時～午後５時

◆１２月の休館日
　毎週月曜日

　２３日鰹火 ・３１日鰹水 

鰹問 図書館　拶２２‐３００５

　「もっと富良野のまちを知ろう！」をテーマに塾生がまちを
散歩しながら「みっけた」ものや人を集めていく企画です。

鰹問 ふらの青年塾事務局（社会教育課内）　拶３９‐２３１８

ご愛読ありがとうございました
　１年間、「ふらのみっけ」のコーナーをご覧いただきまして、本

当にありがとうございました。広報の掲載については、本号で終了

しますが、ふらの青年塾では、これからもこの企画を続けていきま

す。特別な機会があれば、また掲載させていただきます。

　絶景紅葉スポット璽
　今回は、季節外れではありますが、市内にある

絶景紅葉スポットを調査してきました。ランキング形

式で紹介していきたいと思います。（独断で決めさせ

ていただきました…）

みっけた～その侠

注目の本！

　認知症で施設に暮らす９１歳
の母の最後の１５カ月を、６４歳の
息子が優しく切なく漫画で描
く。『週刊朝日』掲載に書き下
ろしを加えて書籍化。ジャケッ
トそでに漫画、本体表紙に「告
別式の筆者の挨拶」あり。

ペコロスの母の玉手箱
岡野 雄一

ＢＯＯＫＳ

　３つのスポットを紹介させていただきました。白黒

なので綺麗さはあまり伝わりませんが、来年の紅葉

シーズンに、ぜひみなさんの目で確かめてみてくださ

い！

▲八幡丘墓地前にて撮影。雄大な富良野
岳後ろには十勝岳も重なる絶景

一般書NEW

キティが選んだ輝く言葉たち
／ アミューズメント出版部

江戸時代から続く老舗の
和菓子屋
／ 山本 博文

大根おろしアート  簡単、
かわいい、盛り上がる!
 ／ 主婦の友社

児童書 NEW

ヨコちゃんとライオン
／ 網中 いづる

先生、しゅくだいわすれました
／ 佐藤 真紀子

ほんとうになっちゃうかもよ
／ 斎藤 多加子

展示・イベント

【２階多目的ホール】

　クリスマスおはなし会　　１２月１３日鰹土 　午前10時30分

　どんぐりクリスマスおはなし会　１２月１７日鰹水 　午後３時

　英語のおはなし会クリスマスバージョン　１２月２０日鰹土 　午前10時30分

【１階読み聞かせコーナー】

　どんぐりおはなし会　　　１２月３日鰹水 ・１０日鰹水  午後３時
　　　　　　　　　　　　　※２４日・３１日はありません

▲道道東山富良野停車場線。平沢集落セ
ンターから麓郷へ向かう途中の林道

▲布礼別市街地手前の「男山八幡神社」。
神社の周りはどこも紅葉が綺麗

第1位 第2位 第3位
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オメカシしてピーオメカシしてピースス

立崎立崎 蛍 蛍 さんさん　　(２歳(２歳)) 末広　末広町町

ほたほたるる

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
父
親
に
も

同
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
様
子
や
、
子
ど
も

と
の
さ
ま
ざ
ま
な
ふ
れ
あ
い
方
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、　

月
　
日
土
曜
日
、
今

１１

１５

年
度
２
回
目
と
な
る
「
パ
パ
広
場
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
　
組
の
親
子
は
、
ス
ポ
ー
ツ

１９

セ
ン
タ
ー
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
の
広
い
会
場

を
い
っ
ぱ
い
に
使
っ
て
、走
り
回
っ
た
り
、

遊
具
で
遊
ぶ
な
ど
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
パ
パ
広
場
は
、
今
回
で
終
了

と
な
り
ま
す
が
、
好
評
の
た
め
、
次
年
度

も
開
催
す
る
予
定
で
す
。

子育てパパ応援企画

パパ広場

子育て支援センターに登録
している児童（０～３歳）
とその父親を対象とした子
育て支援企画。今年度初め
て開催。夏に続いて２回目

父子１９組 のびの
び

父子１９組 のびの
びとと

稲月 稲  月  
いな つき

孝則 孝  則 さんさん
たか のり

　　 咲良 咲  良 さん(１歳さん(１歳))

さ ら

参加者
の声

仕
事
か
ら
帰
宅
す
る
と
、
子
ど
も
は
寝
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
な
か
な
か
ふ
れ
あ
う
機
会
が
つ
く
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、こ
の
パ
パ
広
場
に
参
加
し
て
、

走
り
回
っ
た
り
、
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
た
り
、
子
ど
も

の
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。

第2弾

橋橋場場 葵 葵 さんさん
あおあおいい

(６カ月(６カ月))

若松若松町町

はやくお散はやくお散歩歩
行きたいなぁ行きたいなぁ♪♪

お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp） 
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▼超高齢社会に向けて
富良野初の医療的ケア教員講習修了　９月１３日鰹土 

りくる超高齢社会に対応するため、平成２４年

４月より、一定の研修を修了することで介護

職場でも 喀  痰 吸引・
かく たん

 経  管 栄養など医療的ケアがで
けい かん

きるよう国の制度が改正されました。

　しかし、これまで資格取得に必要な実地研修を

受け入れられる施設が富良野にはなく、旭川など

で実地研修を受けなければなりませんでした。そ

迫

▲

利
用
者
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、

微
か
な
変
化
を
感
じ
と
る
能
登
さ
ん

こで、今回、老人保健センターふらのの副施設長

である 能  登 
の と

 千  種 さんが、「医療的ケア教員講習」を
ち ぐさ

修了し、同施設での実地研修が可能となりました。

　能登さんは、「高齢化が進むこの先、介護職場に

おいて医療的ケアのできる人材の確保、介護の質

の向上は必須です。そのため、富良野でもそういっ

た人材を育成していく必要があり、今回講習を受

講しました。富良野には、地元を離れたくないと

いう利用者が多く、行政や地域、他事業所と連携

しながら、受け入れ環境の整備など、さまざまな

問題を解決していきたい」と超高齢社会における

大きな課題に挑みます。

▼アットホームな文化祭
市民総合文化祭　１０月２５日鰹土 ・１１月１日鰹土 ～３日鰹月 

能発表や作品展示など、４つの地域で毎年多

くの市民を楽しませている市民総合文化祭。

今回で２５回目の開催となる布部会場では、ミニ菊

展をはじめ、地域で活動している個性豊かな個人

や団体の作品が布部会館に展示され、多くの来場

者を楽しませていました。夕方からは合唱やカラ

オケなどの芸能発表を開催。直前には会場に足を

芸

運んでいた布部小中学校の子どもたち数人が演劇祭

の舞台と同じ歌を披露するサプライズも。主催者の坂

口 道  郎 布部連合会長は「規模は小さくても、みなさん
みち お

に協力していただきながら、地域にふさわしい文化祭

の灯を絶やさないように続けていきたい」と多くの参

加者に感謝するとともに、「今後も地域一丸となって

盛り上げていきたい」と話していました。また、他の

各会場でも、子どもやお年寄りがふれあいながら、市

民手作りのイベントを楽しんでいました。

▲

ミ
ニ
菊
展
な
ど
地
域
住
民
の
力
作

が
展
示
さ
れ
た
布
部
会
場

▲

富
良
野
会
場
の

ク
リ
ス
マ
ス
用
の

置
物
作
り
体
験
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ま ち の で き ご と
ZZOOOOMMUUPPFFUURRAANNOO
ズズーームムアアッッププふふららののズズーームムアアッッププふふららのの

▼得するまちのゼミナール
第２回富良野まちゼミ　1１月１日鰹土 ～３０日鰹日 

店街の魅力を知ってもらおうと昨年から始

まった、得するまち講座「富良野まちゼミ」。

歯科医による歯の講座や、薬剤師による薬の講座な

ど１５講座が開催されました。デジショップユアサで

は、タブレット端末の操作方法を学ぶ講座を５日間

開催。参加した荒木美恵子さんは、「タブレットを

使ってみたいと思っていたのでちょうど良かった。

他の講座にも参加してみたい」と話していました。

商

▼今年の衣装はどう？
五条通り商店会ハロウィン仮装コンテスト　10月３１日鰹金 

条通りを仮装した子どもたちが練り歩くハロ

ウィン仮装コンテスト。今年で１０回目の開催

となったイベントも参加者が年々増え、過去最高

の約４００人の子どもたちが五条商店街を盛り上げ

ました。コンテスト会場のフラノマルシェには、

手作りの衣装や着ぐるみなど、さまざまな衣装を

着飾った子どもたちが集まり、表彰された子ども

たちには、温かい拍手が送られていました。

五

川十勝道路富良野市四線川橋上部工事の

施工に伴い、道路保全設備の一時移設や

歩道幅に一部制限を設けるなど、市道利用者

である市民をはじめ、観光客のみなさんに協

力していただいたことに対し、ワイン工場や

ワインハウスと展望スポットを結ぶ市道ぶど

うヶ丘線に成長したニセアカシアの伐採及び

雑草の処理を行い、歩行者の安全性と観光地

としての景観を改善するなど、環境整備に多

大な貢献をしたことに対して感謝状が贈られ

ました。

旭
和５３年に自衛隊募集相談員として委嘱

されてから、３５年間にわたり多くの自衛

隊入隊適齢者情報を提供するとともに、自ら

も対象者の入隊勧誘を積極的に行う。平成２４

年からは富良野地区自衛官志願推進協議会会

長及び自衛官志願推進協議会道北地区連合会

理事として、協議会の運営・募集相談員の指

導に尽力。また、上富良野地域事務所への慰

問等募集業務や多くの情報件数及び入隊実績

を残すなど、防衛基盤の育成に多大な貢献を

したことに対して感謝状が贈られました。

昭

中村  秀  治 さん（６６）
ひで はるドーピー建設工業株式会社

代表取締役社長　稲田 義行さん

富良野市から感謝状 防衛大臣から感謝状
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　なお、後納保険料を納付するには事前に申込み

いただき審査させていただくことになります。審

査の結果、後納制度による納付を利用いただけな

い場合があります。

※後納保険料を納付できる期間は、平成２４年１０月

１日から平成２７年９月３０日までの３年間です。

保険料の支払いはお忘れなく

鰹問 市民環境課市民年金係　拶３９‐２３０１

国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き

昭和２４年12月生まれ(満６５歳)の方は、誕生日の前日以

降に手続きをしてください。すでに厚生年金を受給し

ている方は、誕生月に送られてくるはがきが、基礎年

金の手続きになります。

市役所②番窓口にお越しください。必要なものは印鑑・預金通

帳・戸籍全部事項証明（戸籍謄本）・住民票謄本などです。

過去１０年以内に未納がある方

　国民年金制度は、２０歳から６０歳に到達するまでの

４０年の間に国民年金保険料を納めていただくこと

で、満額の老齢基礎年金を受給することができます。

しかしながら、保険料を納められなかった期間があ

る場合や資格取得などの届出忘れにより、国民年金

の資格期間がない場合には、将来の年金受給額が少

なくなったり、年金そのものが受給できなくなって

しまうこと（保険料納付や免除などの合計が２５年

（３００月）未満の場合）があります。

　このような事態を避けるために、平成２４年１０月１

日から、国民年金保険料の納めることができる期間

が過去２年から１０年に延長する「後納制度」が始

まっています。

　ただし、すでに老齢年金の受給権をお持ちの方は、

納めることができませんので注意してください。

こんにちは

医師会 角谷です！

　日本には混合ワクチン製剤が少ないため接種回

数が増え、子どもの負担は大きくなっています。

三種混合（DPT）系統では、２０１２年１１月から不活

化ポリオを含む四種混合ワクチンを接種できるよ

うになりました。しかし、米国では四種混合にHib

ワクチンあるいはＢ型肝炎ワクチンを加えた五種

混合ワクチンが、ヨーロッパではすべてを含んだ

六種混合ワクチンが用いられています。また、日

本ではMR（麻疹、風疹）ワクチンですが、海外は

MMR（+おたふく）あるいはMMRV（+水痘）が常

識です。

　混合不活化ワクチン導

入の遅れには理由があり

ます。多くの抗原（免疫

を引き起こす物質）を含

み総量を注射可能な0.5

柔にするためには、１種

類あたりの抗原量を減ら

す必要があります。それ

でも効果のあるワクチン

にするには、免疫力を強めるアジュバント（補助

剤）を工夫するのですが、この点で国内メーカー

は海外に比べ遅れをとっています。また、混合生

ワクチン（弱毒化した病原体を使用）では、副反

応とウイルス同士の干渉が少ない株を選び、適切

な比率にする必要があります。

　今後の混合ワクチン導入について私の推測です。

DPT系統では、Hibを加えた五種混合が第一候補で

す。Ｂ型肝炎ワクチンの定期接種化が日本でも実

現すれば六種混合もあり得ます。ただし早期開始

のためには、実績ある海外メーカーの製品導入が

必要でしょう。水痘は定期接種となり、おたふく

も近くそうなりそうなため、MR系統ではMMR、

MMRVワクチンの導入は可能です。日本で１９８９ 年

４月から導入された国内メーカーのMMRワクチ

ンは、おたふくワクチンによる無菌性髄膜炎が多

発し、１９９３年４月に中止されました。MMRワクチ

ンを再開するためには無菌性髄膜炎を起こしにく

い海外メーカーのおたふく株導入が避けられない

でしょう。

混合ワクチン製剤が少ない

今月のテーマは 予防接種でこどもを守ろう漁 
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クーリング・オフ葉書は富

良野郵便局、若葉郵便局、

山部・東山支所にも置いて

あります。また、消費生活

センターと山部・東山支所

に「タオル等回収ボック

ス」が設置されています。

不要になったタオル類・白

メリヤス・毛布の回収にご

協力ください。

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ消費生活センターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
 　月～金  午前１０時～午後４時

ダイヤル交換市もやってます！

◆譲ります　　　　　　　　　　　　　　 　  
捌捌大正大正琴琴捌捌エレクトーエレクトーンン捌捌日本人形日本人形捌捌煙突式石煙突式石油油ストーストーブ（約12ブ（約12
畳畳））捌捌食器棚（高さ１７０㎝、幅１０食器棚（高さ１７０㎝、幅１０００㎝）㎝）捌捌スパイクタイヤ（１９５/１５スパイクタイヤ（１９５/１５、、
８分山８分山））捌捌ベビーベッベビーベッドド捌捌喪服（和装一式、M～L新品喪服（和装一式、M～L新品））

◆譲ってください　　　　　　　　　　　  　 
捌捌バイク（１２バイク（１２５５穐穐））捌捌東中学校女子制服上下（１５東中学校女子制服上下（１５００A）A）

相相談談すするるなならら

再確認！

排出方法とマナー鵜

市市民民環環境境課課かからら
おお知知ららせせ

拶拶３３９９--22330088 

　　冬に備え、市内の店舗でコートを購入した。
　　自宅で、家族に着て見せると不評だったの
で、クーリング・オフしたい。

　　店舗購入はクーリング・オフの制度はあり
　　ません。商品に欠陥がない以上、自己都合
で返品することもできない旨説明しました。店
舗によっては返品・交換に応じてくれる場合も
あるので、直接購入店に相談するように助言し
ました。

【クーリング・オフとは】
　訪問販売や電話勧誘などの不意打ち的な取引
で契約した場合、法律で定められた期間内であ
れば無条件で契約を解除できる制度です。

【クーリング・オフの仕方は】
虚契約書面を受け取った日から８日間以内にハ
　ガキなどの書面で通知します。（マルチ商法・
　内職商法は２０日間）
許「契約を解除する」旨を記入し支払ったお金
　の返金、商品の引取を求めます。
距ハガキは表裏コピーを取って保管し、簡易書
　留で送付します。
鋸クレジット契約をした場合は、信販会社にも
　同様に書面で通知します。
※クーリング・オフ期間を過ぎていても、契約
書面や販売方法によっては解約できる場合があ
りますので、あきらめないでセンターに相談し
てください。

今月は

クーリング・オフとは？

年末年始の収集について

　年末年始は、収集日が変則的になります。必

ず収集カレンダーを確認してごみを出しましょ

う。また、天候などによって収集する時間帯が

前後することがあります。年末年始は次の決め

られた時間にごみを出してください。排出時間

が、守られていないごみは、収集されない場合

があります。

鞄市街地区　朝９時まで

鞄農村地区　朝８時まで

ワットメーターを無料で貸出します

　ワットメーターでは、家庭で利用中の家電製

品がどのくらい電気を使っているのかを測るこ

とができます。コンセントと家電製品のプラグ

の間にワットメーターを挟むだけで、簡単に電

気料金や電力消費量、二酸化炭素量などを知る

ことができます。

対　象　市内に在住の方

期　間　２週間（１回につき１台まで）

費　用　無料

条　件　体験チェックシートの記載にご協力い
　　　　ただける方

申込み　事前に電話（拶３９‐２３０８）で貸出予約
　　　　をしてください。予約日に市民環境課
　　　　窓口で申込書を記入していただき、　
　　　　ワットメーターを貸し出しします。

ごみステーションの管理について

　ごみステーションは、町内会・アパート管理

者が維持管理しています。

　地域外の人が勝手にごみを出すと、大変迷惑

になりますので、他地域のごみステーションへ

の無断排出は絶対に行わないでください。

　また、地域のみなさんが安全に気持ち良く利

用できるよう、ごみステーションの除雪や清掃

について、利用者のみなさんのご協力をお願い

します。

Ｑ

A
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 く
ら
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

児
童
扶
養
手
当
と
公
的

年
金
の
併
給
の
改
正

　
こ
れ
ま
で
、
公
的
年
金
（
遺

族
年
金
、
障
害
年
金
、
老
齢
年

金
、
労
災
年
金
、
遺
族
補
償
な

ど
）
を
受
給
す
る
方
は
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
児
童
扶
養
手
当
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
平
成
　
年
２６

　
月
以
降
、
年
金
額
が
児
童
扶

１２養
手
当
額
よ
り
低
い
方
は
、
そ

の
差
額
分
の
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
法
改
正
に
よ
り
、
公
的
年

金
と
の
差
額
分
を
児
童
扶
養
手

当
に
よ
り
受
給
で
き
る
よ
う
に

な
る
方
は
、
新
た
に
児
童
扶
養

手
当
の
申
請
が
必
要
で
す
。
該

当
す
る
場
合
は
、
年
金
証
書
を

持
参
の
う
え
、
こ
ど
も
未
来
課

で
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
手
当
は
申
請
の
翌
月
分
か
ら

支
給
開
始
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
公
的
年
金
を
受
給
し

て
い
た
た
め
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
で
き
な
か
っ
た
方
で
、
平

成
　
年
　
月
1
日
に
お
い
て
支

２６

１２

給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
が

平
成
　
年
3
月
ま
で
に
申
請
し

２７

た
場
合
、
平
成
　
年
　
月
分
の

２６

１２

手
当
か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

【
児
童
扶
養
手
当
と
は
】

　
主
に
父
母
の
離
婚
や
、
父
ま

た
は
母
が
死
亡
し
た
な
ど
の
事

由
か
ら
ひ
と
り
親
と
な
っ
た
家

庭
で
児
童
を
養
育
し
て
い
る
、

あ
る
い
は
父
母
以
外
で
当
該
児

童
を
監
護
し
て
い
る
養
育
者
に

対
し
、
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

手
当
は
4
月
、
8
月
、　

月
の

１２

年
3
回
支
給
さ
れ
、
受
給
に
あ

た
っ
て
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
。
　
申
請
方
法
や
支
給
要
件
な
ど

詳
し
い
こ
と
は
、
こ
ど
も
未
来

課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鰹問 
こ
ど
も
未
来
課
　

　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
２
２
３

このページは広告料収入で作成しています

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

サ
イ
レ
ン
の
休
止

休
止
期
間
　
　
月
初
旬
～
平
成

１２

　
年
３
月
中
旬
を
予
定

２７　
現
在
、
富
良
野
消
防
署
で
は
、

無
線
装
置
を
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ

方
式
か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
の

切
替
整
備
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。
整
備
工
事
に
伴
い
、
サ
イ

レ
ン
 吹
  鳴
 休
止
期
間
が
あ
り
ま

す
い
 め
い

す
。
こ
の
間
は
、
正
午
サ
イ
レ

ン
は
も
と
よ
り
、
一
部
の
地
域

で
は
災
害
召
集
吹
鳴
も
休
止
と

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
に
よ
っ
て
停
止

期
間
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
地

域
ご
と
の
サ
イ
レ
ン
休
止
期
間

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

く
だ
さ
い
。

鰹問 
富
良
野
消
防
署

拶
２
３
‐
５
１
１
９

１２月号

ごみＱ＆Ａ

Ｑ.カイロは何ごみ？

Ａ．使い捨てカイロは「固形
燃料ごみ」、金属製のものは
「金属類」、充電式カイロは「小
型電気製品」になります。

Ｑ.古くなったかぜ薬は　 
何ごみ？

Ａ．粉末、錠剤は「固形燃料
ごみ」になります。
　シロップ薬は、水で希釈し
て台所に流してください。

ありがとうございます

山部まちおこしネットワーク

（山部太陽の里に植樹）

マロニエの木２８本

奈江採石協同組合

金１００万円

中村 秀治さん  金５万円

中田 駿子さん

（ふるさと納税）金１０万円

池田 清さん

（ふるさと納税）金２万円

寄 付

朝朝日日ヶヶ丘丘公公園園
歩歩くくススキキーーココーースス

利用期間　

３月３１日鰹火 まで
利用料金　無料

鰹問 社会教育課　拶３９‐２３１８

政政治治家家のの寄寄附附はは禁禁止止、、
有有権権者者がが求求めめるるこことともも禁禁止止さされれてていいまますす
鞄秘書などが代理で出席する場合の結婚祝いや葬儀香典

鞄地域の運動会などへの飲食物などの差入、町内会の集　
　会・旅行などの催物への寸志・飲食物の差入、お祭り
　への寄附・差入、落成式・開店祝などの花輪

鞄病気見舞い、お歳暮・お年賀、入学・卒業祝、葬儀
　の花輪・供花

贈らない！

求めない！

受け取らない！

　　　　　　　　鰹問 選挙管理委員会　拶３９‐２３２４
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広告

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

駅
東
側
駐
車
場
を
　

　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
ポ
ッ
ポ
ブ
リ
ッ
ジ
（
駅
東
西

自
由
通
路
）
の
協
会
病
院
側
広

場
を
駐
車
場
に
整
備
し
ま
し
た
。

　
駐
車
可
能
台
数
が
　
台
か
ら

１４

　
台
に
増
え
ま
し
た
の
で
、
ご

７３利
用
く
だ
さ
い
。

※
管
理
に
支
障
を
き
た
す
長
期

間
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

鰹問 
都
市
施
設
課

拶
３
９
‐
２
３
１
３

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

２
０
１
５
農
林
業
　

　
セ
ン
サ
ス
の
実
施

　
平
成
　
年
２
月
１
日
現
在
で
、

２７

「
2
0
1
5
年
農
林
業
セ
ン
サ

ス
」
が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
我
が
国

の
農
林
業
・
農
山
村
地
域
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
最
も
基
本

的
な
調
査
で
す
。

　
平
成
　
年
１
月
か
ら
調
査
員

２７

が
農
林
業
関
係
者
の
方
々
を
訪

問
し
て
、
調
査
票
に
農
林
業
の

経
営
状
況
な
ど
の
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
項

に
つ
い
て
は
、
統
計
以
外
の
目

的
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

鰹問 
総
務
課
（
統
計
担
当
）

拶
２
３
‐
３
４
５
６

 催
　
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
市
家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー

樹
海
地
区
　
　
　
　

　
 ハ
ー
ト
で
ト
ー
ク

　
育
児
や
家
庭
教
育
に
つ
い
て
、

自
由
に
意
見
交
換
し
、
地
域
全

体
で
子
育
て
を
考
え
ま
す
。

と
　
き
　
　
月
９
日
鰹火 

１２

　
　
　
　
午
後
６
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
樹
海
小
学
校
音
楽
室

講
　
演
　
子
ど
も
を
や
る
気
に

さ
せ
る
父
親
像

講
　
師
　
太
田
 竜
介
さ
ん
（
富

良
野
演
劇
工
場
工
場
長
）

※
講
演
終
了
後
、
複
数
の
班
に

分
か
れ
て
、
子
育
て
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

入
場
料
　
無
料

申
込
み
　
　
月
８
日
鰹月 
ま
で
に

１２

樹
海
中
学
校
に
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
樹
海
中
学
校

拶
２
７
‐
２
１
０
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
混
声
合
唱
団
   

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹日 

１２

１４

　
　
午
後
２
時
（
　
分
前
開
場
）

３０

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
大
会
議
室

入
場
料
　
無
料

曲
　
目
　
「
美
し
い
森
よ
」
「
小

鳥
の
結
婚
式
」
「
ダ
ビ
デ
の
村
」

「
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
」「
ふ
る
さ
と
」

「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
ほ
か

鰹問 
富
良
野
混
声
合
唱
団
 澤
村
さ
ん

拶
２
３
‐
４
３
２
６

ご家庭における節電のお願い

節節電電ににごご協協力力いいたただだききたたいい電電気気製製品品

　照明、冷蔵庫、テレビなどを中心に、普段から
お使いの電気製品の節電に協力をお願いします。

節節電電ををおお願願いいししたたいい「「期期間間」」「「時時間間帯帯」」

１２月１日～３月３１日 平日８時～２１時
※１２月２９日から３１日まで及び１月２日を除く

●家庭において、電気の使用が増える夕方以降（１６
　時～２１時）の時間帯の節電に協力をお願いします。
●冬の需要として見込んでいる定着節電量の水準
　（２０１０年度最大電力比：▲4.7％）を目安に節電を
　お願いします。
●冬季の北海道は
　夜間も電力需要
　が高い水準にあ
　るため、上記以
　外の時間帯につ
　いても、可能な
　範囲での節電を
　お願いします。

冬の北海道における平日の家庭で
の電気の使われ方（イメージ）

協会病院

地域福祉
センター
いちい

ポッ
ポ

ブリ
ッジ

黄
金
道
路

１２月１０日～１６日は
北朝鮮人権侵害問題啓発週間

　北朝鮮人権侵害問題啓発週間は、日本人拉
致事件をはじめとする北朝鮮当局による人
権侵害問題に関する国民の関心を高めると
ともに国際社会と連携しつつ、北朝鮮による
人権侵害問題の実態を解明し、その抑止を図
ることを目的に毎年行われています。

鰹問 富良野警察署　拶２２‐０１１０

広告

増
設
し
た
駐
車
場

駐
車
場
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

劇
団
仲
間
公
演
　
　
　

「
森
は
生
き
て
い
る
」

　
2
千
回
を
越
え
る
上
演
回
数

で
全
国
の
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
魅
了
し
た
感
動
の
名
作
。

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹土 

12

13

午
後
2
時
開
演
（
　
分
前
開
場
）

30

と
こ
ろ
　
富
良
野
演
劇
工
場

入
場
料
　
一
般
　
3
0
0
0
円

（
当
日
3
5
0
0
円
）
／
高
校
生

以
下
1
5
0
0
円
／
演
劇
工
房

会
員
2
0
0
0
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
　
文
化
会
館
、

富
良
野
演
劇
工
場
、
し
の
は
ら

洋
装
店

※
無
料
託
児
・
送
迎
バ
ス
あ
り

（
要
予
約
）

鰹問 
富
良
野
演
劇
工
場

拶
３
９
‐
０
３
３
３

 募
　
集

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

排
水
設
備
工
事
責
任
　

技
術
者
資
格
登
録
更
新

対
　
象
　
平
成
　
年
度
に
北
海

２２

道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

試
験
に
合
格
し
た
方
、
ま
た
は

資
格
登
録
更
新
手
続
き
を
行
っ

た
方
で
、
資
格
登
録
期
間
が
平

成
　
年
３
月
　
日
で
満
了
す
る

２７

３１

資
格
登
録
者

受
付
期
間
　
平
成
　
年
１
月
９

２７

日
鰹金 
～
　
日
鰹金 
　
午
前
９
時
～

１６

正
午
、
午
後
１
時
～
３
時
　
分
３０

更
新
方
法
　
手
続
き
終
了
後
、
更

新
用
テ
キ
ス
ト
を
配
布
し
ま
す

手
数
料
　
６
０
０
０
円
（
更
新

手
数
料
及
び
資
格
認
定
証
交
付

等
手
数
料
）

鰹問 
上
下
水
道
課

拶
３
９
‐
２
３
１
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

季
節
労
働
者
向
け
　

無
料
講
習

　
沿
線
市
町
村
に
住
民
登
録
を

し
て
い
る
季
節
労
働
者
（
短
期

雇
用
特
例
被
保
険
者
）
の
方
を

対
象
と
し
た
無
料
講
習
で
す
。

鞄
介
護
事
務
講
座

と
　
き
　
3
月
７
日
鰹土 
・
８
日

鰹日 
・
　
日
鰹日 

15

と
こ
ろ
　
文
化
会
館

定
　
員
　
先
着
5
人

鞄
介
護
職
員
初
任
者
研
修

と
　
き
　
1
月
　
日
鰹金 
・
　

日

２３

２６

鰹月 
・
　

日
鰹水 
・
　

日
鰹金 
、
2
月

２８

３０

２
日
鰹月 
・
４
日
鰹水 
・
６
日
鰹金 
・

９
日
鰹月 
・
　

日
鰹金 
・
　

日
鰹月 
・

１３

１６

　
日
鰹水 
・
　

日
鰹月 
・
　

日
鰹水 
、

１８

２３

２５

3
月
２
日
鰹月 
・
４
日
鰹水 

と
こ
ろ
　
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
文
化
会
館

定
　
員
　
先
着
8
人

【
建
設
機
械
等
技
能
講
習
】

鞄
玉
掛
け

と
　
き
　
1
月
　
日
鰹月 
～
　
日
鰹水 

19

２１

定
　
員
　
先
着
　
人
１０

鞄
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン

と
　
き
　
1
月
　
日
鰹火 
～
　
日
鰹木 

２７

２９

定
　
員
　
先
着
　
人
１５

鞄
車
両
系
建
設
機
械
（
整
地
等
）

と
　
き
　
２
月
３
日
鰹火 
・
４
日
鰹水 

定
　
員
　
先
着
５
人

鞄
不
整
地
運
搬
車

と
　
き
　
２
月
　
日
鰹木 
・
　
日
鰹金 

１２

１３

定
　
員
　
先
着
　
人
１０

鞄
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

と
　
き
　

虚
自
動
車
運
転
免
許
保
有
者

　
　
　
２
月
　
日
鰹月 
～
　
日
鰹木 

１６

１９

許
特
殊
免
許
（
限
定
な
し
）
保

有
者
　
2
月
　
日
鰹月 
・
　
日
鰹火 

16

17

定
　
員
　
先
着
　
人
１５

鞄
高
所
作
業
車

と
　
き
　
３
月
３
日
鰹火 
・
４
日
鰹水 

定
　
員
　
先
着
　
人
１０

鞄
車
両
系
建
設
機
械
（
解
体
）

と
　
き
　
３
月
　
日
鰹火 

１０

定
　
員
　
先
着
５
人

共
通
事
項

と
こ
ろ
　
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

※
受
講
要
件
な
ど
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ま
ず
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
平
成
　
年
富
良
野
広
域
連
合

２６

議
会
第
２
回
定
例
会
が
、　

月
１０

　
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

３１　
本
定
例
会
で
は
、
予
算
１
件
、

人
事
２
件
、
報
告
３
件
、
認
定

１
件
（
平
成
　
年
度
一
般
会
計

２５

決
算
認
定
）
が
原
案
ど
お
り
可

決
・
認
定
さ
れ
た
ほ
か
、
欠
員

と
な
っ
て
い
た
常
任
委
員
会
委

員
と
議
会
運
営
委
員
会
委
員
が

補
充
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
可
決
・

認
定
さ
れ
た
案
件
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

【
主
な
歳
入
補
正
】

噛
市
町
村
負
担
金

▲
5
4
，
2
6
9
千
円

噛
繰
越
金
　
4
0
，
5
8
9
千
円

噛
雑
入
（
社
会
及
び
労
働
保
険

料
な
ど
）　
　
　
  ３
９
４
千
円

・
消
防
費
道
負
担
金
（
東
山
富
良

野
停
車
場
線
防
災
Ｂ
（
交
安
）
工

事
費
負
担
金
）　
　
1
9
1
千
円

【
主
な
歳
出
補
正
】

噛
一
般
管
理
費
（
各
種
手
当
な
ど
）

　
　
　
　
　
　
　
 ５
５
３
千
円

噛
衛
生
セ
ン
タ
ー
管
理
費
（
職
員

管
理
費
）
▲
1
1
，
9
5
0
千
円

第
２
回
富
良
野
広
域
連

第
２
回
富
良
野
広
域
連
合合

議
会
定

　
　
　
　
議
会
定
例例
会会
報
告
報
告

噛
富
良
野
施
設
費
（
消
防
施
設

修
繕
料
）　
　
　
  ３
３
２
千
円

噛
富
良
野
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

費
（
職
員
管
理
費
な
ど
）

　
　
　
　
▲
２
，
５
９
９
千
円

噛
上
富
良
野
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
費
（
給
食
セ
ン
タ
ー
管
理

運
営
費
）　
　
　
  ５
０
２
千
円

【
人
事
】

噛
富
良
野
広
域
連
合
教
育
委
員

会
委
員
と
し
て
、
近
内
栄
一
氏

（
富
良
野
市
教
育
委
員
会
委
員
）

の
任
命
に
同
意

噛
富
良
野
広
域
連
合
監
査
委
員

と
し
て
、
宇
佐
見
正
光
氏
（
富

良
野
市
監
査
委
員
）
の
選
任
に

同
意

【
そ
の
他
】

噛
総
務
産
業
委
員
会
委
員
・
議

会
運
営
委
員
会
委
員
に
工
藤
國

忠
氏
を
補
充
選
任

噛
平
成
　
年
度
富
良
野
広
域
連

２５

合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定

噛
専
決
処
分
報
告
（
２
件
）
な
ど
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と　き　２月２８日鰹土 ～３月１日鰹日 

ところ　カムイスキーリンクス

内　容　スノーボード・スキー

対　象　概ね１８～３９歳※高校生は除く

定　員　先着２０人

参加料　9,000円（宿泊料、リフト代、保険代）

持ち物　スキー用具一式、保険証など

申込み　１月３０日鰹金 までに社会教育課まで
　　　　電話で申し込みください。くわしく
　　　　は問い合わせください。

鰹問 社会教育課　拶３９‐２３１８

認知症であっても地域で暮らせるように
　超高齢化社会を迎えた今日では、誰もが認知症に
なるか、認知症の人とかかわる可能性があります。
認知症の人の特徴を理解し、地域で見守りや受け入
れができるようになれば、認知症になっても、買い
物を楽しんだり、美容室で自分の時間を過ごすなど、
今までと同様の生活ができることもあります。そう
したことが、自分や自分の家族が認知症になったと
きに安心して暮らせるまちづくりにつながるのです。

認知症の特徴
虚場所や時間がわからなくなる

　今がいつで、ここはどこなのか、
認知症が進行すると自分の名前も
わからなくなります。特に夕暮れ時
は、自宅の近所でも自分の家がわか
らなくなることがあります。　　　

鰹問 福祉支援課地域包括支援センター　拶３９‐２２５５

許もの忘れの自覚がない

　記憶そのものが落ちてしまうので、忘れていると
いう自覚がありません。何かをしているとき話しか
けられたりすると、今やっていたことを忘れてし
まったりすることがあります。

距同時にいくつものことができない

　複数のことを同時に並行してできなくなります。
そのため、複数の人から話しかけられたりいくつも
のことを聞かれたりするとわからなくなります。

鋸複雑なことができなくなる
　買い物などでの計算やドラマの内容が理解できな
くなります。金額がわからなくなるので、すべて1万
円札を出して支払ったりすることもあります。

　認知症の人は詐欺や悪徳商法などの被害にもあい

やすいので、近所で気になる人がいる場合など、地
域包括支援センターまでお気軽にご相談ください。

地域包括支援センター地域包括支援センターををご利用くださいご利用ください　

の
、「
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
保
健
事
業
実
施
計
画

（
案
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
策
定
に
あ
た
り
、

み
な
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
案
件
　
北
海
道
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
保
健
事
業
実

施
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

募
集
期
間
　
　
月
　
日
鰹水 
～
平

１２

１０

成
　
年
１
月
９
日
鰹金 
ま
で

２７
資
料
及
び
募
集
要
領
　
　

　
募
集
開
始
日
か
ら
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/
iry
o
k
o
u
ik
i-h

o
k
k
a
id
o
.jp

）
及
び
医
療
国
保

係
で
配
布
し
て
い
ま
す

鰹問 
保
健
医
療
課
医
療
国
保
係

拶
３
９
‐
２
３
１
０

 市
民
参
加
手
続

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

パ
ブ
コ
メ
実
施
予
告

●
富
良
野
市
勤
労
者
生
活
資
金

の
廃
止
に
つ
い
て

意
見
募
集
期
間

　
　
月
　
日
鰹月 
～
1
月
　
日
鰹火 

12

15

13

ま
で
※
詳
細
は
　
月
　
日
発
行

12

15

の
広
報
ふ
ら
の
お
知
ら
せ
版
に

掲
載
し
ま
す
。

鰹問 
商
工
観
光
課

拶
３
９
‐
２
３
１
２

り
な
ど

鰹問 
同
事
務
局
（
丸
藤
さ
ん
）　

　
　
　
　
拶
２
３
‐
４
０
２
５

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

保
健
事
業
実
施
計
画
に

関
す
る
意
見
募
集

　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
は
、
道
内
１
７
９
市
町

村
と
の
連
携
の
も
と
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
を
運
営
し
て
い

る
特
別
地
方
公
共
団
体
で
す
。

　
広
域
連
合
で
は
、
被
保
険
者

の
み
な
さ
ん
が
、
地
域
に
お
い

て
自
立
し
た
生
活
を
少
し
で
も

長
く
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

効
果
的
で
効
率
的
な
保
健
事
業

を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
た
め

鰹問 
富
良
野
広
域
圏
通
年
雇
用
促

進
協
議
会
拶
３
９
‐
２
３
１
２

・

・

・

・

・

・

・

・

・

ふ
ら
の
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

　
一
緒
に
ス
キ
ー
を
滑
り
ま
せ

ん
か
。

期
　
間
　
毎
週
水
・
日
曜
日

午
前
　
時
～
正
午

１０

と
こ
ろ
　
ス
キ
ー
場
北
の
峰

ゾ
ー
ン

年
会
費
　
１
０
０
０
円
（
他
に

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
代
１
０
０
０
円
）

活
動
内
容
　

　
指
導
員
に
よ
る
レ
ッ
ス
ン
会

（
無
料
）、
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
（
有

料
）、
ふ
ら
の
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
祭

スノーボード/スキーツアー
　　　   inカムイスキーリンクス



▼ わかりやすく、親しみやすい広報をめざし、
製作にあたっては、企画モノや写真を多く使う
など、試行錯誤を重ねております。そんな中、
最近はイラストの作成に挑戦！今回は、大胆に
表紙＆特集に使用しましたが、かえってわかり
にくかったら教えてください。本当に。迷走…、
いや、試行錯誤を重ねております。（し）

広報ふらのは再生紙を使用しています

ままちちのの知知っっ得得情情報報満満載載！！
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災害時にも対応

災害時には、市とラ

ジオふらのとの協

定により災害情報

が流されます。
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愛しのペットが結ぶ「癒しのワ」。
いや

次はあなたのところへ蔚

＝今月のリレーは＝

鎌田  智  恵  子 さんから ▼ 石橋 
ち え こ

 正  憲 さんへ
まさ のり

＝来月は＝

石橋  正  憲 さんから　 ▼

まさ のり

 船  曳  
ふな びき

 隆  司 さんへ
たか し

◆
愛
犬
家
も
大
迷
惑
！
ペ
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ト
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持
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ま
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◆

　いつも大人しく留守番

をして、みんなの帰りを

待っていてくれるメイ。

昼寝と散歩が大好きなメ

イは、朝天候が悪いと散

歩に行かない石橋さんの

気持ちを察して、大人し

くまた寝床へ戻ります。

▼緑峰高校のカレンジャー娘が誕生してから１０
年という節目を記念して、同窓会が開催されまし
た。初代から彼女たちの活動に関わってきたこと
もあり、懐かしさと同時に社会人として活躍する
ＯＢの成長した姿に圧倒されました。でも、良い
のか悪いのか「変わらない」と言われる自分はい
ろいろな意味でどうなんだろう…。（ほ）


